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概  要 

 

自動車の衝突解析、携帯電話の落下解析といった比較的高速の変形現象を

CAEで解く場合には、一般的な引張試験による応力・変位曲線では不十分で、

高速引張によるひずみ速度を考慮することが解析精度向上に不可欠である。特

に軽量化の目的で構造部材の一部としてもよく使われるようになった樹脂材

料では、その影響が顕著である。当所ではそのような高速材料試験を行い、Ｃ

ＡＥ解析を含め、総合的に支援する。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来の引張試験では得られなかった高速域の物性値が測定できるようにな

り、高速変形を伴う樹脂材料の CAE解析にも適用可能となる。また、衝撃圧

縮試験機を用いることで、実際の部品などを高速度で圧縮してその結果を観察

したり、実製品での挙動を予測することが可能になる。 

本技術の 

有用性 

樹脂材料等の高速での引張または圧縮変形時の応力および変位を測定でき、

CAE解析に有用なデータを得ることができる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 測定例   ペットボトルの 

  衝撃圧縮の例 

 

適用可能製品 
自動車を始めとする機械で主に衝撃吸収用部材などに使われる樹脂製部品

等の設計。 
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